
第１回委員会の指摘事項 資料１

○揚水発電 【論点３】
・関西電力と環境エネルギー政策研究所の見通しの比較 資料２ p 10,11

○自家発 【論点４】
・電力会社の買取価格の実績と今後の見通しについて 資料２ p 16

○再生可能エネルギー【論点５】
・供給力としてだけでなく、自家使用等による需要減分について 資料２ p 19

供給（討議事項Ⅱ）

○無理な節電と無理でない節電
・需要家の目から見た両者の整理について

○節電定着分の見込み 資料４－２
・電力会社間の差異の考え方について
・産業、業務、家庭の部門毎の効果、非製造業の効果について
（特に関西電力） 資料４－２ p17, 18  

○需給調整契約
・各社の需給調整契約の単価について 資料４－２ p 9 

需要（討議事項Ⅲ） 【論点６】

○融通量の前提となる予備率 資料５－２ p 6
・８％から３％に下げるタイミングによるリスクマネジメント

○供給力と需要想定の各項目についての需給への影響 資料５－２ p 8

需給ギャップ（討議事項Ⅳ）
【論点７】


